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調和のある開発を進めよう

人 口 と 世 帯 歓

男　　5.839 人

攵　　5067 人

計　11.906 人

4 8. 5. ｰ 現在

開
発
と

自
然
環
境
保
全

開
発
と
自
炊
環
塊
保
全
、
こ
の
相

反
す
る
言
葉
は
数
年
前
ま
で
は

ど
こ
か
遠
い
町
の
こ
と
で
あ
り

緑
と
空
間
に
恵
ま
れ
た
健
康
な

私
達
の
町
に
は
、

縁
の
な
い
一
冫

葉
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
て

い
た
か
二
人
動
脈
。
特
に
イ
ン

タ
ー
の
設
置
は
私
達
の
町
に
大

き
な
刺
激
を
与
え
、
企
業
分
触

と
い
う
時
代

の
波
に
も
乗
り
、

開
発
の
気
運
は
急
速
に
高
ま
っ

て
米
ま
し
た
。

開
発
は
匙
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
か
町
勢
の
進
展

と
私
迷
の
幸

を
得
、
次
代
の
人

々
の
希
望
に
つ

な
が
る
か
ら
で

す
。し

か
し

開
発
の
名
の
も
と
に

乱
り
に
自
然
を
侵
し
、
美
し

い

田
園
か
姿
を
消
す
よ
う
な
嘔
か

あ
っ
て
は
悲
劇
で
す
。

注
意
深
く
私
達
の
町
に
溶
け

合
う
開
発
を
み
ん
な
で
考
え
、

詞
和
の
と
れ
た
開
発

を
進
め
よ

くにみ



昭
和48 年 度

一般会計予算

道
路
整
備

住
宅
建
設
に
重
点

町
長
施
政
方
針
要
旨

我
が
国
は
、
国
際
的
通
貨
危

機
と
い
う
一
大
事
件
の
な
か
で

内
外
共
に
多
事
多
難
な
時
で
あ

り
ま
す
。

田
中
総
理
は
昨
年
日
本
列
馬

改
造
論
を
と

な
え
、
各
企
業
は

一
斉
に
地
方
分
散
を
真
剣
に
考

え
だ
し
、
事
実
地
方
逃
出
は
具

体
的
に
畳
ん
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
当
町
は
こ
の
一
連
の

企
亂
分
敵
の
適
地
と
し
て
の
要

因

を
、
備
え
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

に
陟
い
、
我

が
町
は
信
達
北
部

の
流
通
基
地
と
し
て
位
置

づ
け

ら
れ
、
大
き
な
飛
躍
か
期

待
さ

れ
て
お
り
、
従
来
の
国
見
町
か

ら
大
き
く
転
換
せ
ざ
る
を
得

な

い
環
境
に
、
変
化
し
て
来

た
の

で
あ
り
ま
す
。

我

が
国
見
町
は
、
時
代
に
即

応
し
た
工
業
団
地
、
住
宅
団
地
、

農
業
地
蛾
を
再
検
討
し
。
総
合

的
な
土
地
利
用
と
、
公
有
地
確

保
の
た
め
の
先
行
投
資

を
し
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

乱
開
発

を
防
止
し
、
秩
序
あ

る
開
発
を
進
め
、
工
場
を
誘
致

し
、
旋
通
槻
能
を
発
達
さ
せ
、

二
大
交
通
助
脈
に
よ
る
土
地
を

失
な
っ
た
農
村
労
働
力
を
活
用

し
、
更
に
は
人
口
の
増
加
に
結

び
つ
け
、
商
工

業
に
活
況
を
呈

す
る
よ
う
努
力
す
る
と
共
に
、

農
村
に
あ
っ
て
は
、
基
本
的
課

題
で
あ
る
ほ
場
整
備
を
、
計
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
生
活

か
ら
切
り
は
な
す

こ
と
の
出
来
な
い
、
訛
嬰

な
も

の
が
水
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
水
道
は
水
皿

に
お
い

て
。
現
在
保
持
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
突
然
的

な
事
故
、
一
時

的
原
因
に
よ
る
需
嬰
増
の
場
合

の
水
不
足
、
ま
た
将
来
の
需
要

増
を
考
慮
し
て
、
水
賢
源
の
開

溌
は
計
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。新

幹
線
蔵
王
ト

ン
ネ

ル
エ
事

の
彫
響
で
、
石
毋
田
及
び
山
家

老
地
円
の
湧
水
が
渇
水
し
、
更

に
同
工

事
の
進
む
に
し
た
が
っ

て
今
後
が
憂
慮
さ
れ
、
水
道
事

業
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
研

究
検
討
を
加
え
、
水
道
行
政
の

基
本
的
確
立
を
針
り
た
い
。

世
は
将
に
高
福
祉
社
会
の
建

設
か
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
町

議
会
議
艮
の
皆
様
を
は
じ
め
、

町
民
各
位
の
探
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
「
よ
り
住
み

よ
い
、
豊
か
な
町
づ
く
り
」
に

一
層

の
努
力
を
重
ね
る
覚
悟
で

す
。民

生
・
術
生
関
係

福
祉
優
先
を
指
向

社
会
福
祉
の
充
実
を
籵
る
た

め
、
老
人
児
童
と
心
身
障
書
者

の
福
祉
を
優
先
的
に
計
上
し
、

民
生
賢
が
前
年
よ
り
三
四

・
八

澎
の
伸
び
率
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。寝

た
き
り
老
人
等
見
舞
金
と

就
学
遺
児
激
励
金
の
新
規
支
給

寝
た
き
り
老
人
等
に
貸
与
す
る

特
殊
寝
台
の
増
床
、
特
殊
便
器

の
新
規
無
償
貸
与
、
老
人
人
口

の
急
増
に
鑑
み
、
生
き
が
い
対

策
と
し
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
活

動

・
へ
の
助
成
金
の
増
額
、
藤
田
保

育
所
の
保
膏
‥児
の
定
数
増
員
、

季
節
保
育
所
開
設
日
の
延
長
、

子
供
の
遊
び
場
の
股
置
な
ど
で

あ
り
ま
す
。

健
康
な
町

づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
保
健
術
生
思
想
乃
鰆
戛

徹
底
と
、
生
活
環
境
の
整
備
等

に
よ
り
、
町
民
の
保
健

を
確
保

し

た
い
。

農
林
裏
関
係

蕃

盤
整
傭
と

良
工
一
体
の
振
典

厳
し
い
諸
情
勢
の

な
か
で
、

農
業
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、「
農
業
団
地

の
育
成
」
と
「

農
業
基
盤
整
備

等

を
実
施
し
、
適
地
適
作
と
労

働
生
産
性
を
高
め
、
農
業
所
得

の
増
加
を
計
り
た
い
。

今
後
農
業
基
盤
整
備
事
葉
を

重
、贔
的
に
取
り
上

げ
、
経
宮
の

近
代
化
と
省
力
化

を
推
進
し
、

節
減
さ
れ
る
労
働
力
は
。
農
村

工
業
導
入
事
業
を
実
施
し
て
活

用
し
、
農
工
一
体
の
振
興
を
計

る
た
め
、
県
宮
事
業
を
も
っ
て

国
見
、
桑
折
、

梁
川
の
三
町
が

一
体
と

な
っ
て
実
施
す
べ
く
、

四
十
八
年
度
は
準
備
段
階
と
し

て
、
水
量
調
査
等
の
基
礎
誨
査

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

＋
’木

関
係

道
路
・
橋
梁
費
に

一
億
一
千
五
百
万
円
計
上

土
木
賢
が
、
一
億
八
千
万
円

構
成
比
二
九
・
九
％
、
伸
び
串

一
三
八
・
五
％
と

前
年
度
を
大

き
く
上
ま
わ
り
、
予
算
中
第
一

位

を
占
め
て
お
り
ま
す
が
。
国

見
町
の
産
業
発
展
の
基
礎
と
も

言
う

べ
き
。
ま
た
生
活
環
境
整

備
へ
も
つ
な
が
る
と
こ
ろ
の
、

道
路
整
備
に
最
重
点
を
置
き
、

生
活
優
先
の
基
調
に
立
ち
、
公

―
注
宅
の
建
設
を
含
め
、
土
木

費
に
大
き
く
比
重
を
か
け
、
町

づ
く
り
の
基
盤
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
県
道
の
改
良
整
備
促

堆
に
関
係
機
関
に
要
望
し
て
行

く
所
存
で
す
。

主

な

事

業

町
道
改
良
舗
装
計
画

六
線
　

延
長
　
七
、皿

七
口
米

町
道
新
股
改
良
計
画

十
線
　

延
長
　
四
、
四
七
｀
米

公
営
住
宅
建
設
計
画

簡
易

耐
火
２
種
　
　

二
〇
戸

教
育
関
係

社
会
体
育

専
任
職
員
の
探
用

教
育
は
基
本
的
問
題
で

あ
り

ひ
い
て
は
国
見
町
の
将
来
を
左

右
す
る
重

大
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。学

校
教
育
の
効
果
は
、
ど
の

よ
う
な
施
般
・
設
備
が
良
い
か

に
つ
い
て
は
現
在
、
特
別
蚕
員

会
で
調
査
・
検
討
中
で
あ
り
ま

す
が
、
社
会
教
育
を
含
め
て
内

容
充
実
を
針
る
べ
く
、
学
校
施

設
等
の
整
備
改
善
、
社
会
体
育

専
任
職
員
の
新
採
用
、
体
育
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
社
会
教
育
の

推
進
、
文
化
の
興
隆
を
掲
げ
て

八
千
七
百
万
円

を
計
上
し
ま
し

た
。

６億170万

円



昭
和

四
十

八
年

度

一
般

会
計

当

初
予

算

の
総

額

は

歳
入

歳

出
六

億

一
百

七
拾

力
円

と

な

り

前
年

度

よ

り

三
千

二

百
七

拾
万

円

、

五

・
七

％
増

加

し

て
お

り
ま

す
。本

年

度

の

予

算
編

成
方

針

と
し

て

は

地

域
住

民

の

真

に
望

む

と

こ

ろ

を
的

確

に
把
握

し
、

そ

の
要

甜

に

応

え

て

い
く

よ

う

努

め
る

こ

と

は
も

と

よ
り
、

町

財

政

の

厳
し

い

環

境

を
充

分

考

慮

し
、

財

源
の

重
点

的

配

分

と
行

政

経
費

の
効

平

化

、

合

理
化

に
徹

し

た
も

の
で

あ

り
ま

す
。

当初予算科目別歳入歳出の状況

特別会計予算 単位千円

会　　 計　　 名 � 予 算 額
貝 田 簡 易 水 這 �1.  1 3 0

国 民 健 康 保 険 � １８４,７３２

山　　 長　 育　 英 �1.9   ー7

公営企業（水道事業）会計予算 単位千円

収益 的 � 収　
入 �2  2.6 5 9

�支　出 �2  40  8

資本 的 �
収　 入 � ０

�支　出 � ４．０１０

lt 址帯当り歳出 �223､182　 千円

１ 人 当り 歳 出 �5  0.5 3 7　 千円

性質別に見た歳出
町税負担の状況



国見町役場組織一覧

町　　長　　　佐　藤　善右工門

収 入 役　　 奥　山　忠　 雄
(町長室有線　415D

課( 係) 名

総　 務 課･

(庶務)

(財政)
(文香)

企　 圓　塞

税　 務　課

(賦課)
(徴収)

住　 民 課

(住民)
(福祉)
(保健)

建　 設　課
(建設)

産　業　 課
(麗業)

(農地)

会　 計　室
(出納)

議会事務局

監 査 委員

教町委員会

(学 校教育

(社会教育
( 社会体育

公宮企業
水　 道　 課

(水道)

福祉センター

有 線

4154

4  175

4163

4161

4162

4  4

53

4152

4171

422

41564 157

課　　長

還 藤　金六

赤坂 正勝

渡部貳直人

中村 政冶

林　 長七

佐久間忠三

( 収入役)

松浦　幸雄

岩谷　唯近

吉田　貞造

U 。9

係　　 長

大内　正美

大波　 健

佐藤 春夫

清水 良 男

武田　喜男

大浪　 敏男

大波　 勇

八巻八十八
゛彖"

大津　隆男

八鳥 忠雄
佐藤　和子

大石世久子

渡辺　 等
春日　一 憲
佐野 貞治

(兼課長)

係

須 田答治・斎藤隆義・奥山隈夫・武田友江・佐久間サト子

神田房子　　　　　　　　　　　　　 ・
後藤美枝子

市川成子・安藤僧男・菅野恵子

佐久間靖門

吉田孝夫・ 吉田輝雄・吉田俊江・斎藤慶子

佐藤光一・佐藤則雄

松浦京子・黒田ァャ 子・佐藤和子漱
佐藤正吉・井砂研二・大沼　 勉・小野智義
吾妻正子・武田　智・熊坂惣五郎・佐藤秀雄・国分次雄

古 川　 正・渡辺ヨシエ・光野ヨシ・佐藤トヨ子

佐藤幸子・菊地孝吉・ 古川比司・後藤澄雄・阿部　正

松 浦英夫・鴨田栄一・ 佐藤一 郎・安田博三

山ｍ　久・吉皿貞男・小池芳 男・八鳥英雄・八巻秋夫

吉皿吉夫

高橋正夫

胄 孫子正子・併大内正美・併大岐祕・併須田善治

（書記）　 （書記）　 （ 書紀）

杉崎一江・高橋弘信・鈴木美－・破部正敏

吉田葵代子・渋谷 和洋
八巻忠義

佐竹弘治・佐藤串江・八巻藤七・佐藤軒二・佐藤光男
谷津富男・赤坂　斎・大石世久子・高橋正夫

欠　　　　 ・（ 副出納員） （ 現金取扱員） ，

木村竹子　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゛

三
月
定
例
会

昭
和
四
十
八
年

第
一
回
国
見
町
議

会
定
例
会
は
、
去

る
三
月
十
五
日
招

集
さ
れ
「

伊
達
地

方
消
防

組
合
規
約

の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
他
三
十
六
件

が
提
案
さ

れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
同
僚
の
古
川

萎
吉
議
員
が
昨
年
十
二
月
三
十

一
日
病
死
さ
れ
た
の
で
同
氏
の

冥
福
を
祈

り
一
分
間
の
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
。

直
ち
に
本
会
議
に
入
り
会
期

を
三
月
十
五
日
よ
り
六

日
間
と

決
。め
、
町
長
か
ら
昨
年
ｔ

二
月

定
例
議
会
以

降
の
町
政
執
行
に

つ
い
て
経
遇
報
告
と
、
昭
和
四

十
八
年
度
町
政
の
重
点
事
業
施

策
の
説
明
、
並
び
に
提
出
議
案

の
概
要
悦
明

を
受
け
た
。

続
い
て
各
地
域
よ
り
提
出
さ

れ
た
請
願
、
陳
情
、
十
二
件
を

受
理
し
、
各
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
た
後
議
事
に
入
り

提
出
さ
れ
た
議
案
を
一
括
上
程

各
主
背
課
長
よ
り
提
案
理
由
の

説
明

を
受
け
て

散
会
。

翌
十
六
日
よ
り
三
日
間
は
甑

案
審
査
の
た
め
休
会
、
こ
の
間

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願

陳
愉
に
つ
い
て
慎
重
に
番
議
さ

れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
何

れ
も
探
択
さ
れ
た
。

十
九
日
（
五
日
目
）
は
一
般

質
問
。
町
政
全
体
に
つ
い
て
問

題
点
等
を
と
り

あ
げ
。
質
問
通

告
者
十
名
よ
り
三
十
八
件
に
わ

た
り
活
発
な
る
質
問
か
な
さ
れ

こ
れ
に
対
し
町
長
以
下

教
育
艮

関
係
鑠
長

が
答
弁
し
た
。

二
十

日
（
六
日
目
）
、
初
日

一
括
上
程
し
説
明

を
受
け
て
い

た
議
案
に
対
し
活
発

な
る
質
疑

応
答
が
あ
り
。
昭
和
四
十
八
年

度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各

会
計
予

算
、
並
び
に
条
例
の
改

正
等
は
慎

重
審
餓
の
結
果

何
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
、

午

後
四
時
過

ぎ
三
月
定
例
議
会
は

六
月
間
の

全
日
程
を
終
了
し
閉

会
し
た
。

尚
三
月

定
例
議
会
に
お
い
て

議
決
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
。
伊
達
地
方
消
防

組
合
規
約

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
、
福
鳥
地
方
土
地
開
発
公

社

の
設
ｌ

に
つ
い
て

一
、
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

規
約
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

一
、
岡
見
町
保
育
所
条
例
の
一

部
改
正

に
つ
い
て

一
、
町
道
路
線
の
認
定

に
っ
い

て
一
、
町
道
路
線
の
廃
止

に
っ
い

て
一
、
町
道
路
線
の
変
更
に
っ
い

て
一
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

Ｉ

部
改
正
に
つ
い
て

一
、
圃
見
町
営
住
宅
条
例
の

Ｉ

部
改
正

に
つ
い
て

一
、
国
見
町
敬
老
年
金
給
付

条

例
の
一
郎
改
正
に
つ
い
て

一
、
町
民
体
育
館
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

一
、
国
見
町
工
場
誘
致
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

一
。
国
見
町
職
員
定
歓
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

一
、
廠
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

議会だより



関
す
る
条
例
の
一
都
改
正
に

つ
い
て

一
、
一

見
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
動
務
の
も
の
の
報
酬
及

ぴ
費
用
弁
償
に
閠
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
、
国
見
町
消
防
団
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

一
、
国
見
町
貝
田
簡
易
水
道
亊

業
給
水
条
例
の
一
郎
改
正
に

つ
い
て

『

昭
和
四
十
七
年
度
国
見
町

大
木
戸
財
産
区
特
別
会
計
補

正
予
算

一
．
昭
和
四
十
七
年
度
国
見
町

育
英
特
別
会
計
補
正
予
算

一
、
昭
和
四
十
七
年
度
岡
見
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

一
、
昭
和
四
十
七
年
度
国
見
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

一
、
昭
和
四
十
七
年
度
国
見
町

一
般
会
計
補
正
予
算

一
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

大
木
戸
財
産
区
特
別
会
針
予

算
一
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

入
山
財

産
区
特
別
会
計
予
算

气

昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

藤
田
財

産
区

特
別
会
計
予
算

一
．
昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

宵
英
特
別
会
計
予
算

一
、
昭
和
四
十

八
年
度
国
見
町

貝
田
簡
易
水
道
特
別
会
計
予

算
一
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

水
道
事
業
会
計
予
算

一
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
針
予

算
一
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
見
町

一
般
会
計
予
算
　
　
　

．

一
、
福
鳥
県
消
防
賞
Ｐ
　

’金

組
合
の
設
立
に
つ
い
て

一
、
旧
大
字
持
土
地
の
譲
渡
に

つ
い
て

一
、
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
一
、
岡
見
町
山
長
育
英
財
麗
管

理
委
員
会
委
嘱
に
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

一
、
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

一
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
、
委
員
遥
挙
に
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
度
　

重

点

事

業

住
民
課

福
祉
優
先
を
重
点
に
執
行

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
経
済

優
先
政
策
か
ら
人
間
尊
重
を
基

調
と
し

た
福
祉
優
先
が
う
ち
だ

さ
れ
て
経
済
時
代
か
ら
人
間
回

復
時
代
へ
と
転
換
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

町
に
お
き
ま
し
て
も
人
間
の

健
康
と
福
祉
優
先
を
重
点
的
に

指
向
し
以
下

本
年
度
に
お
け
る

業
務
の
概
要
を
申
し
上
げ
住
み

よ
い
明

る
い
豊
か
な
町
づ
く
り

の
た
め
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
暖

か
い
ご
理
解
の
も
と
に
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。一

住
民
の
健
康
管
理
体
制
に

つ
い
て

治
療
の
時
代
か
ら
病
気
の
な

い
健
康
で
明
る
い
生
活

を
確
保

す
る
た
め
の
予
防
的
健
康
管
理

の
時
代
に
重
点
が
移
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

住
民
の
健
康
増
進
と
し
て
疾

病
の
予
防
の
た
め
早
期
発
見
、

早
期
治
療

が
肝

要
で
あ
り
ま
す

○
成
人
病
集
団
検
診

死
亡
率

が
最
も
高
い
成
人
病

予
防
の
た
め
三
十
五
才
以
上
の

方
々
を
対
象
に
年
一
回
の
検
珍

方
を
勧
奨
し
ま
す
。

Ｏ
帖
枝
検
診

結
核
予
防
の
た
め
に
検
診
を

実
施
し
ま
す
の
で
該
当
者
は
必

ず
受
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
定
期
予
防
接
捶

疸
そ
う
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
自

日
ぜ
き
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、

ポ
リ
オ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

に
つ
い
て
該

当
者
は
必
ず
接
傾
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
圃
民
便
康
保
険
事
業

健
全
財
政
を
め
ざ
し
被
保
険

者
一
人
当
り
保
険
税
九
、
九
仞

○
円
に
対
し
、
保
険
給
付
額
二

三
、
〇

八
五
円
を
見
込
み
健
康

相
談
と
衛
生
教
育
を
実
施
し
、

保
険
税
の
完
納
と
疾
病
の
早
期

診
断
、
早
期
治
療
に
ご
協
力
下

さ
い
。

二
　
母
子
保
険
の
推
進
に
つ
い

て
Ｏ
妊
婦
検
診

町
で
は
公

立
藤
田
総
合
病
院

に
依
頼
。
第
二
、
三
、
四
週
、

月
、
火
、
水
曜
午
前
、
町
保
健

婦
が
病
院
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
室

で
保
健
指
導
に
当
り
ま
す
。

Ｏ
家
族
叶
圓
の
普
及

丈
夫
な
子
ど
も

を
　

う
、

人
工
中
絶

を
な
く
し
お
母
さ
ん

の
健
康
を
守
ろ
う
、
明

る
い
家

庭
を
つ
く
ろ
う
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
家
族
計
画
を
普
及
す
る
た
め

器
只

の
無
償
交
付
、
指
導
を
行

な
い
ま
す
。

Ｏ
母
子
栄
餐
食
品
支
給

妊
産
婦
と
乳
児
の
妊
娠

甲
毒

症
。
貧
血
、
未
熟
児
等
に
対
し

無
償
で
ミ

ル
ク
を
支
給
し
ま
す

○
乳
児
検
診
、
乳
児
股
関
節
ｆ

線年
四
回
定
期
的
に
検
診
を
行

な
い
ま
す
の
で
該
当
児
は
必
ず

受
検
下

さ
い
。

三
　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
Ｏ
ご
み
処
理
対
策

ロ
ー
ド
（

ツ
カ
ー
一
台

を
更

新
し
四
月
か
ら
旧
村
地
区
の
ご

み
を
毎
週
一
回
収
集
す
る
こ
と

に
改
め
、
又
ご
み
量
の
増
大
Ｋ

対
処
す
る
た
め
伊
達
地
方
衛
生

処
理
組
合
（
国
見
町
外
一
市
六

町
）
の
焼
却
炉
二
基
（
ニ
ケ
年

継
続
）
を
増
設
す
る
。

Ｏ
火
葬
場
の
整
備

桑
折
町
伊
達
町
国
見
町
火
葬

場
協
議
会
（
桑
折
町
所
在
）
で

駐
車
鳩
造
成
、
道

路
納
装
、
重

柩
車
の
購
入
に
よ
り
内
容
の
充

実
を
図
る
。

○
そ
族
昆
虫
の
駆
除

春
秋
二
回
の
家
庭
の
大
掃
除

や
カ
、
（

イ
、
う
じ
、
ね
ず
み

を
駆
除
す
る
た
め
藁
剤
を
無
債

配
付
し
ま
す
。

Ｏ
献
血
事
業

不
足
す
る
血
の
対
応
策
と
し

て
四
十
七
年
四
月

に
国
見
町
献

血
友
の
会
か
桔
成
さ
れ
ま
し
た

こ
の
、
献
血
友
の
会
の
育
成
と

加
入
の
促
進
を
図
り
た
い
。

Ｑ
狂
犬
病
予
防

犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
、
必

ず
つ
な
い
で
飼
う
こ
と
、
無
届

犬
の
一
掃
、
登
録
を
し
て
注
射

を
受
け
る
よ
う
指
導
を
強
め
る

四
　
老
人
福
祉
対
策

Ｕ
ね
た
き
り
老
人
等
見
舞
金
支

給
（
新
規
）
一
年
以
上
の
ね
た

き
り
の
状
態

に
あ
る
老
人
及

び

心
身
障
害
児
者
の
病
床
者
を
慰

め
、
そ
の
福
祉

を
高
め
る
た
め

毎
年
五
月
に
見
卿
血
五
千
円
を

支
給
す
る
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
育
成
貴
増

額老
人
人
口
の
急
増
に
鑑
み
生

き

が
い
対
策
と
し
て
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
対
し
九
万
円
を
増

額
し
て
二
十
五
万
円
を
助
成
す

る
。

Ｏ
敬
老
年
金
（
八
十
才
以
上
高

令
者
）
の
増
額

一
千
円
を
増
額
し
て
年
三
干

円

を
支
給
す
る
。

○
ね
た
き
り
老
人
特
殊
寝
台
等

の
貸
与
支
給

特
殊
寝
台
（
現
在
十
二
床
）

三
〇

を
増
加
し
て
貸
与
す
る
。

特
殊
便
器
十
五
ヶ
を
新
規
に

購
入
し
無
償
支
給
す
る
。

Ｏ
敬
老
会
費
の
増
額

老
人
（
七
十
才
以
上
）
一
人

当
り

Ｉ
〇
〇
円
増
額
し

て
三
五

〇
円
を
充
て
る
。

○
老
人
医
療
（

七
十
才
以
上
）

無
料

前
年
度
に
引

き
続
き
本
年
度

も
実
施
し
ま
す
。

五
　
児
童
福
祉
対
策

Ｏ
就
学
遺
児
激
励
金
支
給
（

新

規
）

子
ど
も
の
日
を
記
念
し
て
就

学
遺
児
（
小
。
中
学
生
等
）
に

対
し
激
励
金
五
、
〇
〇
〇
円

を

毎
年
五
月
に
支
給
し
ま
す
。

○
藤
ｍ

保
育
所
定
数
増
員

保
育
児
を
十
名
増
員
し
て
百

名
と
し

ま
し
た
。

り
季
節
保
育
所
開
設
日
庭
畏

小
坂
、
森
江
野
。
大
木
戸
、

大
枝
季
節
保
育
所
の
開
校

日
を

十
日
増
し
て
年
間
百
四
十

日
と

し
幼
児
保
育
の
充
実
を
図

る
。

ｏ

子
ど
も
遊

び
場
の
般
置

光
明
寺
地
区
（
予
定
）
に
対

し
工
費
三
十
万
円

を
も
っ
て
子

ど
も
遊
び
場
を
設
置
し
子
ど
も

の
健
全
宵
成
に
努
め
る
。

ｏ
乳
児
（
犇
一
才
未
満
）
医
療

費
無
料

本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

ｏ
児
童
手
当
支
給
年
令
拡
大

本
年
四
月
か
ら
十
才
ま
で
（

十
八
才
未
満
の
第
三
子
か
ら
該

当
）
の
児

貴
に
対
し
児
童
手
当

月
三
干
円

を
支
給
し
ま
す
。

六
　
遺
族
援
護

来
る
四
月
三
十
日
藤
田
小

学

校
体
育
館
で
町
戦
没
者
追
悼
式

（
三
年
毎
）

を
仏
式
に
よ
り
修

行
し
ま
す
。

町
遺
族

会
に
は
運
宮
費
を
助

成
す

る
。

七
　
国
民
年
金
対
策

○
保
険
料
の
完
納

保
険
料

の

Ｉ
〇
〇
％
納
入
を

図
り
老
後
の
所
得
補
債
に
充
当

し
て
い
た
だ
く
。

ｏ
任
意
制
、
所
得
比
例
年
金
加

入
促
進
任
意
制

任
意
制
（
他
の
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
の
配
偶
者
が

該
当
す
る
）
所
得
比
例
（
強
制

と
任
意
制
の
方
か
該
当
す
る
）

年
金
加
入
の
勧
奨
を
図
る
。



パ
イ
プ
ラ
イ
ン

に
よ
る
揚
水
に
成
功

石
母
田
↓
山
根
扇
畑

東
北
新
幹
線
、
仮
称
蔵
王
ト

ン
ネ

ル
石
毋
田
工
区
の
掘
削
工

事
も
、

．
㈱
西
松
建
股
の
手

に
よ

っ
て
順
調
に
進
め
ら
れ
．
現
在

導
抗
延
長
二
二
〇
四
米
、
丁
度

大
字
大
木
戸
と
大
字
β
田
の
境

界
地
点
を
掘
削
中
で
あ
り
ま
す

が
．
昨
年
六
月
下
旬
、
地
下
水

脈
切
断
の
た
め
、
石
母
田
竜
霊

寺
の
湧
水
が
完
全
に
枯
渇
し
て
、

生
活
用
水
、
防
火
用
水
、
水
田

か
ん
が
い
用
水
等
に
影
響
を
及

ぼ
し

た
．

取
散
い
ず
、
新
幹
線

工
事
局
が
竜
雲
寺
に
．
石
毋
田

簡
易
水
道
よ
り
給
水
を
受
け
て

給
水
工
事
を
行
い
、
か
た
わ
ら

地
壊
住
民

の
了
解
を
得
て
通
祢

大
沢
よ
り
取
水
し
、
防
火
用
水
、

水
田
か
ん
か
い
用
水
に
あ
て
た

か
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
か
進
む
に

つ
れ
て
、
本
年
三
月
上
旬
大
木

〔
写
真

受
水
装
置
〕

戸
扇
畑
山
の
湧
水
が
減
水
し
、

従
来
湧
水
の
ｔ
分
の
壱
に
満
た

な
い
状
態
と
な
っ
た
。

扇
畑
山
の
湧
水
に
依
存
し
て

い
る
大
木
戸
山
根
方
部
の
生
活

用
水
、
水
田
か
ん
か
い
用
水
、

果
樹
園
消
毒
用
水
の
確
保
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
代
表
と
町
議

会
遥
出
水
資
源
特
別
委
員
、
更

に
町
と
合
同
で
仙
台
新
幹
線
工

事
局
と
再
三
、
対
策
協
議
を
重

ね
、
ト
ン
ネ
ル
よ
り
出
水
す
る

硫
水
を
給
水
管
を
伏
設
し
。
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
石
毋
田
竜
雲

寺
と
大
木
戸
廟
畑
地
内
の
武
士

沢
に
揚
水
し
水
の
確
保
を
決
定

し

た
Ｏ

揚
水
期
限
を
五
月
十
五

日
と
定
め
工
事
を
開
始
し
て
以

来
一
ヶ
月
、
日
夜
、
工

事
関
係

の
皆
様
の
御
努
力
に
よ
り
、
五

月
十
四
日
午
後
三
時
、
見
事
揚

水
に
成
功
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ

て

大
木
戸
山
根
方
部
の
水
田
か

植
付
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

「

た

ば

こ

」

は

国

見

町

内

で

買

い

ま

し

よ

う

た
ば
こ
消
費
税
は
た
ば
こ
の

種
類
を
問

わ
ず
、
国
見
町

で
買

わ
れ
た
、
た
ば
こ
の
本
数
に
全

国
平
均
の
た
ば
こ
価
額
を
乗
じ

‘

て
得
た
金
額
に
。
税
串
を
乗
じ

て
算
出
さ
れ
ま
す
。

国
ｌ
町
の
消
賢

た
ば
こ
本
数

二
千
四
百
三
十
万
本

た
ば
こ
の
全
囚
平
均
価
額

一
本
当
り
四
円
二
十
銭
六
厘

た
ば
こ
消
費
税
率

百
分
の

】
八
・
一

今
年
度
の
た
ぱ
こ
消
費
税
の

当
初
予
算
は
、
一
千
八
百
五
十

万
円
と
町
に
と
っ
て
大
き

な
財

源

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
常
買
わ
れ
る
「

た
ば
こ
」

は
是
非
国
見
町
内
で
買
っ
て
く

だ
さ
い
。

旅
行

な
ど
す
る
時
も
国
見
町

内
で
買
っ
て
持
参
し

ま
し
ょ
う

鉄

道

事

故

防

止

に

つ

い

て

お

願

い
　

国

鉄
よ

り

◎
　
最
近
は
列
車
の
ス
ピ
ー
ド

が
非
常
に
速
く
な
っ
て
お
り
。

特
急
や
急
行
列
車

が
た
く
さ
ん

走
っ
て
お
り
ま
す
。

危
険
で
す

か
ら
特
に
次

の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

○
　
線
路
で

は
子
供
さ
ん

が
レ
ー
ル
に

石
な
ど
を
Ｉ

ベ
て
、
い
た

ず
ら
し
な
い

よ
う
ご
指
碑

を
。

Ｊ
　
線
路
や

鉄
橋
な
ど
は

歩
か
な
い
。

○
　

線
餡
の
近
く
で
は
子
供
さ

ん
か
遊
ば
な
い
よ
う
ご
指
導
を

Ｏ
　

線
路
を
横
断
す

る
と
き
は

踏
切
を
通
る
よ
う
。

Ｏ
　
汽
車
に
向
っ
て
物
を
投
げ

な
い
よ
う
に
。

○
　
電
化
区
間
で
は
電
車
の
架

線
に
は
竹
ざ
お
な
ど
近
づ
け
な

い
よ
う
に
。

○
　
線
路
近
く
で
は
田
畑
の

ビ

‘一
‐

ル
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

に
。

○
　
踏
切
で
は
、
必
ず
い
っ
た

ん
止
ま
っ
て
左
右
を
確
め
る
。

○
　
番
報
機
か
鳴
っ
て
い
る
う

ち
は
渡
ら
な
い
。
　
　

’
。

０
　

踏
切
に
入
っ
て
か
ら
鳴
り

出
し
た
と
き
は
、
あ
わ
て
な
い

で
そ
の
ま
ま
破
る
。

Ｏ
　
複
線
で
は
片
方
の
列
車
が

通
過
し
て
も
他
の
列
車

が
来
な

い
の
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
。

○
先
の
車
か
踏
切
上
で
止
ま
る

お
そ
れ
か
あ
る
と
き
は
、
踏
切

に
入
ら
な
い
で
待
つ
。

○
　
路
切
上
で
エ
ン
ス
ト
し
た

り
脱
輪
し
た
と
き
は
、
先
ず
『

非
常

ボ
タ
ン
』
を
押
し
て
列
車

と
め
る
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
、
四
月
中
に
出
生
届
さ
れ
た
方

敬
称
略
す
）

出
生

月

日

氏

名

続
柄

住
　
　
　

所

２
・
1
7
内
村

美
奈
子

真

の
二

女
　
藤
田
宰
舟
沢
一
、
1
5

2
・
2
4
高
鳴

哲
也

心
裘
汀
の
長
男
　
藤
田
字
町
裏
８

２
・
1
9
本
田

純
一
　
国
雄
の
長
男
　
山
崎
字
簡
山
８

２
・
2
1
鴨
田
　

忍

茂
の
二
女
　

藤
田
字
町
裹
７
の
３

２
・
2
6
佐
藤

直
人

忠
信
の
長
男
　
藤
田
字
廊
田
二
４
の
５

２
・
2
8
後
藤

真
理

健
一
の
長
女
　
藤
田
字
垠
T
2
0の
１

２
・
一`一

鈴
木
　

彰

勝
英
の
二
男
　
西
大
枝
字
並
柳
９

３
・
１

佐
久
間
真
理
子

術
の
長
女
　
塚
野
目
字
北
寺
田
1
1の
３

２
・
2
5
斎
藤

高
規

四
郎
の
長
男
　
徳
江
字
館
ヶ
崎
1
7

3
・
５

佐
藤

伸
明

衛
雄
の
二
男
　
森
山
字
唐
杉
９

３
・
―

後
藤
　

渉

武
臣
の
長
男
　
藤
田
字
町
裏
９
の
1
2

3
・
５
鈴
木
由
馨
子
孳
爾
の
長
女
　
川
内
ま
小
又
1
8

3
・
1
3
村
上

弘
美

幸
一
の
長
女
　
徳
江
字
佐
野
台
1
5

3
・
８

渡
辺

千
春

次
男
の
三
女
　
森
山
字
上
幃
町
1
8の
１

３
・
９

遠
藤

利
嘉

誠
次
の
二
女
　
光
明
寺
罕
浜
并
場
1
7

3
・
９

曳
地

純
子

正
洋
の
二
女
　
山
崎
字
柬
滝
山
８

３
・
1
1
八
島
祥
子
嘉
孝
の
二
女
　
山
崎
字
後
柳
2
5

3
・
1
3
樋
口
千
春
久
弥
の
二
女
　
藤
田
字
爾
5
8

3
・
2
5
高
橋

信
一
　
信
昭
の
長
男
　
山
崎
字
北
古
館
８

３
・
2
0
後
藤
｛
学
臣
　
清
一
の
二
男
　
小
坂
字
塚
田
4
0
の
２

３
・
2
5
斎
藤
は
る
み
盛
の
長
女
　
大
字
森
山
字
姥
俣
1
4

３
・
2
9
大
内

裕
司
　
一
郎
の
長
男

大
字
徳
江
字
八
十
八
石
2
9
3

・
3
0
松
浦

義
尚

幹
男
の
長
男

大
字
西
大
枝
宰
粲
館
4
2

4
・
２

村
上

喜
範

隆
の

長

男

大
字
徳
江
宇
佐
野
台
冊

４
・
２

曳
地

晴
美

正
芙
の
長
女

大
字
山
崎
宇
覃
滝
山
８

４
・
３
秡
沢
憲
二
博
の
二
男
大
京
藤
田
宰
南
2
0

４
・
６
佐
藤
春
美
正
明
の
二
女
大
字
石
母
田
字
国
見
山
下
…
Ｔ

4の5

４
・
７
佐
藤
　
正
長
喜
の
長
男
　
大
栄
右
毋
田
字
秀
田
1
6

4
・
７
赤
坂
貴
典
功
六
の
長
男
　
大
字
内
谷
字
四
脇
2
9

4
・
８
佐
藤
喜
教
幸
治
の
長
男
　
大
資
田
宇
中
ノ
町
5

４
・
９

清
水
佳
久
子

良
男
の
三
女
　
大
字
小
坂
字
力
・一
坂
4
6

4
・
1
0
石
川
　
剛
永
郎
の
長
男
　
大
字
藤
田
字
附
6
8
の
７

４
・
1
3
鈴
木
小
百
合

節
朗
の
長
女
　
大
字
川
内
宇
同
上
2
5

4
・
1
8
　本
多

千
春

洋
一
の
長
女
　
大
字
徳
江
字
尺
田
3
2



町
営
簡
易
水
道
完
成

貝
田
地
区
一
一
二
戸
に
給
水

貝
田
地
区
住
民
よ
り
強
く
要

瓷
の
あ
っ
た
、
町
営
貝
田
簡
易

‐
水
道
か
、
事
業
費
一
千
六
百
万

円
の
予
算
で
、
昨
年
五
月
に
着

手
し
工
期
六
ヶ
月
を
要
し
て
、

十
一
月
に
完
成
、
十
二
月
一
日

よ
り
戸
数
一
一
二
戸
に
対
し
、

給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
経
曾
の
合
理
化
、
運
営

の
方
法
等
を
よ
り
良
い
方
向
に

改
善
‐
）
、
地
区
住
民
の
生
活
の

向
上

に
寄
与
し
て
行
く
も
の
と

思
い
ま
す
。

山
計
画
給
水
人
口
　

七
〇
〇
人

（
２
）
計
画
一
人
一
日
履
大
給
水
履
　
　

一
五
〇
リ
ッ
ト
ル

（
３
）
計
画
一
日
最
大
給
水
皿

０
一
一
〇
㎡

（
４
）
全
体
の
事
業
計
画

本
町
大
字
貝
田
字
湧
水
山
、

山
腹
の
湧
水
を
収
水
し
自
然
硫

下
で
配
水
池
に
導
水
、
塩
素
滅

菌
の
う
え
、
自
然
流
下
に
て
配

水
す
る
。
碑
水
管
途
中
に
減
圧

井
一
ヶ
所
、
配
水
管
途
中
に
減

圧
弁
一
ヶ
所
を
設
け
る
。
消
火

栓
地
下
式
九
基
、
簡
易
二
ヶ
所

を
設
置
す
る
。

町
史
を
ど
う
ぞ
！
！

た
だ
い
ま

予
約
募
集
中

せ
っ
か
く
立
波

な
町
史

を
作

っ
て
も
、
そ
れ
か
町
内
に
行
き

渡
ら
な
け
れ
ば
意
味
か
な
い
。

一
冊
で
も
多
く
、
で
き
る
な
ら

全
家
庭
一
冊
ず
つ
備
え
て
い
た

だ
こ
う
と
、
部
落
長
さ
ん
、
班

長
さ
ん
、
そ
れ
に
郷
土
史
研
究

会
員
も
参
加
し

て
猛
烈
な
募
簾

運
動
を
進
め
た
結
果
、
五
月
二

十
．ｈ
Ｈ
正
午
現
在
次
（
第
一
表
）

の
よ
う

な
成
績
で
す
。

Ｏ
総
戸
数
二
六
六
〇
に
対
し
、
一

二
三
〇
部
で
、
丁
度
二
戸
に

一
部
の
割
、
こ
れ
を
方
部
別
に

し
た
の
が
第
二
表
で
す
。

募

集

の
巧

期

か
部

落

役
員

の

交
抖

期

で

あ

っ
た
り

、

春
の

農

繁
期

に
か

か

っ
た
り

し

て
。、
。各

地
区

と

も

だ

い
ぶ
苦

労

さ

れ
た

よ
う

で

す

。
で
Ｉｔ
よ

く

こ
こ

ま

で
こ

ぎ

つ

け
て

く

だ
さ

れ
た
も

の

と
心

か

ら

感
謝
し

て

お

り
ま

す

。尚

で
い

て

に
次

の
表

そ
ご

ら

ん
Ｆ

さ

い
。

第

三
表

は

三
ｃ

藹

以

上

の

大
量

予

約

を
挙

げ

た
配

落

、

も

っ

と
も

こ
れ

は
戸

致

り

多

少

に

も

よ
る

こ
と

で

あ

る
か

ら
。

い

ち

か
い

に
比

較

す

る
こ

と
か

で

き

な
い

の
で

、
戸

数

に

対
す

る

割
合

を
見

た

の

か
第

四

衣

で

す

。
こ

れ

ら
の

散

は
、

町

々
。

刻

々
、

は

げ
し

く
変

動
し

て
い

る

の
で

、

最
終

的

に
は

ず

っ
と

変

っ

た
も

の
に

な

る
で

し

よ
・
つ
ｏ

国
見
町
史
は
予
約
さ
れ
た
数

だ
け
印
刷
す
る
（
限
定
出
版
）

の
で
後
で
欲
し
い
と
い
わ
れ
て

も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
う

ち
に
申
込
ん
で

お
か
な
け
れ
ば

永
久
に
入
手
で
き

な
く
な
る
の

で
す
。
自
分

】
代
限
り
な
ら
、

読
ま
な
い
、
い
ら

な
い
で
す
み

ま
す
か
、
子

供
や
孫
ひ
こ
の
代

に
な
っ
て
き
っ
と
使
わ
れ
る
本

で
あ
り
。
欲
し

く
な
る
宝
物
で

す
。

新
し
い
教
育
を
う
け
た
こ

れ
か
ら
の
若
い
人
は
、
充
分
に

こ
の
本
を
読
み
こ

な
し
、
使
い

こ
な
し
て
く
れ
る
も
の
と
俗
じ

ま
す
。
未
来
に
贈
る
最
高
の
文

化
遺
産
と
し
て
、

ぜ
ひ
こ
の
町

史
を
申
込
み
ま
し

ょ
う
。

国
見
町
郷
土
史
研
究
会

お

悔

み

申

し

上

げ

ま

す

（
三
月
・
四
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
敬
称
略
す
）

２
．
1
9
　
高
子
　
克
夫
　
　
3
8
　
塚
野
目
宇
中
沢
2
9

３
・
２
　
蓬
山
　
カ
ネ
　
　
6
9
　
　
森
山
宇
西
上
野
知
一

３
・
1
　
八
島
　
キ
ン
　
　
7
6
　
　
高
城
字
弘
前
3
5
の
３

３
・
５
　

安
藤
恵
美
子
　
　
3
3
　
　
内
谷
宇
西
堂
1
4

３
・
8
　
髙
橋
　
キ
ヨ
　
　
8
4
　
　
山
崎
宇
山
畑
４
の
２

３
・
1
5
　
佐
藤
　
ナ
ヨ
　
　
7
4
　
　
藤
田
宇
羈
町
三
の
５

３
・
2
0
　
佐
藤
弥
太
郎
　
　
8
9
　
　
西
大
枝
宇
根
岸
1
3

３
・
2
3
　
清
水
　
キ
ミ
、
　
7
4
　
　
小
坂
字
カ
ニ
坂
4
6

３
・
2
6
　
遠
藤
　
ウ
ツ
　
　
8
6
　
鳥
取
字
宿
の
淀
2
8

３
・
2
6
　
誚
　
　
菊
次
　
　
6
5
　
泉
田
字
堤
尻
４

３
・
2
8
　
‥
谷
（
ル
ヨ
　
　
郤
　
　
光
明
寺
宇
土
＃
2
8

３
・
2
8
　
八
石
じ
さ
よ
　
　
8
0
　
　
藤
田
宇
沢
田
二
４
の
1
2

４
・
２
　
大
槻
　
勉
　
　
3
7
　
　
大
字
貝
田
字
畑
中
狗

４
・
４
　
亠
井
　
秀
吉
　
　
Ｑ
　
　
大
宰
海
野
旦
畧
窖
笛
１
の
３

４
・
1
0
　
与
島
　
フ
ョ
　
　
6
8
　
　
大
字
塚
野
目
字
正
法
寺
3
1

４
・
1
3
　
机
上
　
清
作
　
　
6
6
　
　
大
字
大
木
戸
字
原
町
４
．

４
・
1
3
　林
　
　

伝
助
　
　
6
2
　
　
人
字
泉
田
字
川
北
3
7の
１

４
・
1
6
　ぽ
囗
　
マ
ッ
　
　
ｅ
　
　

大
字
泉
ｍ

字
川
南
5
4

４
・
1
6
　
熊
坂
　
清
作
　
　
沿
　
　
大
字
内
谷
宇
西
前
2
7

４
・
1
9
　
吉
田
　
惣
吉
　
　
5
7
　
　
大
字
山
崎
宇
滝
山
1
6
の
１

４
・
2
3
　佐
藤
　

セ
ン
　
　
8
5
　
　
大
霈
僵
江
宇
団
１
９

４
・
2
8
　鈴
本
林
次
郎
　
　
6
6
　

大

字
川
内
宇
内
上
2
8

‘

４
・
2
8
　遠
藤

久
吉
　
　
6
9
　
　
大
字
森
山
字
東
国
見
3
6・

（写真　配水池）

(第１表)

取扱者別 �部数

部　 落　礎　由 �1，

330
団 体扱 学 校 �72

町　 外　 よ　り �67

合　　 計 �1.469

(  第 2  表

方部名 戸 数 予約数 予約率

小　坂 443 259 58.5

藤　田 1,178 570 484

森江 野 475 216 44-6

大木戸 371 183 498

大　枝 193 102 52.9

合 計 2.660 L330 50.0

(第３表)

予約 数30 郎以上の部落

宮田南

大町南

大木戸

高　城

鳥　 取

源宗山

大町北

小　 坂

75

58

57

52

51

44

40

38

宮町北

板　橋

第１２

錦　 町

第　 ３

山崎小館

36

36

34

32

32

31

（第4 表 ) (単位％)

予約率ベスト10

石 毋田
島　 取
北　 部
築　 館
大 木戸
高　城

宮町 南
原　 町
内 谷西
石母別西

105
102
95
87
85
84
83
80

7575



お
知

ら
せ

の
ペ
ー
ジ

乳
児
検
診
を

受
け
ま
し
よ
う

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
観
察
と
正

し
い
養
育
の
た
め
、
必
ず
受
け

て
下
さ
い
。

検
診
日
は
次
の
と
お
り

各

皿
区
と
も
午
後
一
時
三
〇

分
よ
り
午
後
一
一
時
ま
で
で
す
。

母
子
手
帳
を
持
参
下
さ
い
。

「
国
民
年
金
」

・
五
年
年
金
の
再

加
入

本
年
七
月
よ
ｈ
’

五
年
年
金
の

受
付

を
は
じ
め
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
年
金
係
に
申
し
出
て
Ｋ

だ
さ
い
。

・
障
害
年
金
骸
当
者
の
把
握

外
部
、
内
邸
Ｋ
障
害
（
病
気
）

の
あ
る
年
金
加
入
者
は
。
年
金

係
に
ご
相
談
下

さ
い
。

実
印
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う

印
鑑
証
明
に
つ
い
て
（
住
民
課
よ
り
）

父

や
兄
弟
、
友
運
等
の
印
鑑

証
明
を
と
り
に
き
て
断
わ
ら
れ

る
方
か
大
変
多
い
の
で
す
が
、

印

鑑
証
明

は
公
正
証
書
の
作
成

不
動
産
登
記
や
個
人
の
商
取
引

に
使
わ
れ
る
大
切
な
も
の
で
す

こ
の
よ
う
に
大
切
な
印
鑑
証
明

の
不
正
使
用

を
防
止
す
る
た
め

町
で
は
次
の
よ
う
な
条
令
を
定

め
て
い
ま
す
。
印
鑑
の
登
録
、

証
明
の
交
付

申
請
に
は
必
ず
本

人
が
お
い
で
下

さ
い
。
や
む
を

え
な
い
理
由
で
本
人
が
出
頭
で

き
な
い

畤
は
代
理
人
で
も
手
続

が
出
来
ま
す
。
代
理
人
で
印
鑑

登
録
又
は
改
印
鵬

を
す
る
時
は

役
場
に
備
付
の
登
録
用
紙
に
本

人
自
筆
の
署
名
捺
印
、
及

び
代

理
人
と
保
征
人
の
署
名
捺
印
を

し
て
届
け
て
下
さ
い
。
又
証
明

の
交
付
申
請
に
は
。
本
人
自
筆

の
委
任
状
に
二
十
円

の
収
入
印

紙
を
は
っ
て
添
え
て
も
手
続
が

出
来
ま
す
。
未
成
年
者
の
印
鑑

登
録
や
証
明
交
付
申
請
に
は
親

権
者
（
父
や
毋
）
の
方
に
来
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん

な
お
印

鑑
登
録
を
す
る
印
鑑
は

本
人
の
氏
名
と
あ
わ

な
い
字
体

の
も
の
、
印
鑑
の
印
影
の
は
っ

き
り
し
な
い
も
の
、
他
の
人
の

も
の
に
届
出
て
あ
る
も
の
は
お

こ
と
わ
り
し
ま
す
。
そ
の
他
く

わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
係
に

お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

”
給
水

工

事

は

公

認

店

で
”

昭
和
四
十
八
年
度
よ
り
。
給

水
工
事
を
す
る
と
き
は
、
次
の

よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
給
水
工
事
は
公
認
店
以
外

の
者
は
、
施
行
で
き
ま
せ

ん
。

二
、
給
水
工
事
か
完
成
し

た
と

き
は
、
水
道
課
へ
給
水
開
始
届

を
提
出
し
て
か
ら
給
水
を
開
始

し
て
下

さ
い
。

三
。
公
認
店
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
（
水
道
課
）

国
見
町
奨
学
生

の

決

定

昭
和
四
十
八
年
度
の
町
契
学

生
が
決
り
ま
し
た
。
次
の
通
り

で
す
。

一
、
修
学
資
金
貸
与
者

大
学
　
三
名
　
月
五
千
円

高
校
　
一
名
　
月
千
五
百
円

一
、
入
学
支
金
金
貸
与
者
。

大
学
　
一
名
　

拾
万
円

高
校
　

四
名
　
三
万
円

昭
和
四
十

九
年
度
募
集

一
、
該
当
者

町
内
居
住
者
で
来
年
四
月
高

校
、
高
専
、
大
学
に
入
学
予
定

の
者

二
、
募
集
時
期

来
年
一
月
頃
の
予
定
で
す
。

三
、
人
員
予
定
　
若
干
名

低
所
得
家
庭

向
け
の
貸
付

世
帯
更
生
資
金

所
得
の
低
い
人
や
、
身
体
障

害
者
世
帯
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
、
世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。

更
生
賢
金
賃
付
最
高
四
拾
万

円

を
は
じ
め
、
身
体
陣
害
者
更

生
資
金
、
生
活
資
金
、
福
祉
資

金
、
住
宅
資
金
、
修
学
資
金
。

療
餐
資
金
、
災
害
資
金
等
が
あ

り
利
子
は
年
串
三
％
で
す
。

ご
布
璽
の
方
は
、
国
見
町
役

‘場
住
民
課
内
、
国
見
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
又
は
も
よ
り
の
民

生
委
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

随
時
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま

す
。

今
月
の
納
税

町

県
民

税

20 円

状入印紙

印

委
　
住
　
状

代
理
人

住
所
　
国
見
町
大
掌
藤
田
字
一
丁
目
二
番
地
の
一

氏
名
　

甲
　

野
　

一
　

郎

右
の
者
を
代
理
人
と
定
め
印
鑑
証
明
「
二
通
」
受
領
の
櫓
限
を

委
圧
し
ま
す

委
任
す
る
人

住
所

国
見
町
大
字
藤
田
字
北
百
番
地

氏
名
　
乙
　
野
　
二
　
夫
　
　
印

生
年
月
日
　
昭
和
和
二
十
八
年
五
月
二
十
日

昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日

国
見
町
長
殿

○
委
任
状
は
定
ま
っ
た
様
式
は
な
い
の
で
す
が
、
簡
略
で
　

は
っ
き
り
解
か
る
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

月 日

６月 ４日

６月５日

６月 ６日

６月 ７日

６月11日

記

地　 区

森江野

大枝大木戸

小　 坂

藤　田

藤　田

場所

森江野小

礼法室大木戸

小理科

室

小坂小

集会室町民福祉
センター

〃

商 号又は名祢

国 見水 道工業 所

国見設備

国見ガスＫＫ水道部

後　 藤　 設　 備

徳江農槻具店水遷都

実沢 設備工 業所

半沢 水道工 業所

高野電気商会設備部

徳江電気商会水道部

所　在　 地

山崎字東滝山20

藤田宇天上田23の５

藤田字北34

藤田字中沢10の10

藤田字南26の２

徳江宇佐野台29

大木戸宇馬 場２の１

藤田字町尻二９

徳江字東原18

電 話番号

公社2310有放2831

有放16

公社2137

有放3904

公社2067

有放 3406

公社2

807

有放3

149

公社2722

公社2720有放13429
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